
群馬工業高等専門学校　2012 年度シラバス　8902420004CC/20130330

( 科目コード：8902420004CC)

【改訂】第 1 版（2012-04-01）
【科目】環境工学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・4 年次
【担当教員】

青井 透

【授業目標・教育方針】
・ 河川・湖沼・海域などの公共用水域の環境保全と、快適な生活に不可欠の浄水技術について学習する。
・ 環境都市工学科の専門では不足気味の、化学と生物の知識を習得し、同時に実施される工学実験及び浄水場の施設
見学を本科目と有機的な組み合わせ、水の浄化と環境保全を体験する。
・ 環境都市工学科では、効率的な施設の建設だけではなく良好な環境の維持と保全が同時に必要とされるので、この
ための基礎的な学力と判断力を身につける。

【授業概要】
・水道施設は、都市計画の基盤となる施設であるので、都市計画的な手法で、施設の計画を理解する。
・浄水技術の各単位操作 ( 沈降分離・凝集・ろ過等 ) を講義と見学で具体的に理解する。
・群馬県は、首都圏の主要なみずがめであり、その重要度は増加の一途であるという地域的な状況を理解する。また
水の利用は、水量だけでなく水質の条件を満たさなければ実用にならないことを理解する。
・講義の前半は、環境都市工学実験で実施する水質分析の実験と、本講義を平行して行ない理解を助ける。
・水質実験に用いる試料水は、きれいな環境水として利根川の水（中央大橋の下部で当日採水：環境基準類型Ａ）、西
湖の水（生活雑排水で汚濁）、高専合併浄化槽流入水（下水流入水相当）、同合併浄化槽処理水（ＢＯＤ 20mg/l 程度、
窒素・リン残留）を用いる。
・講義の各段階で化学の基礎を復習し、各単位操作の学習時に化学反応の復習を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：水環境工学：松尾友矩編、田中修三他著：オーム社：4-274-20168-6
参考書：おいしい水の探求：小島貞男：日本放送出版協会：4-14-001487-3
参考書：生でおいしい水道水：中本信忠：築地書館：4-8067-1243-4
参考書：水の分析：日本分析化学会北海道支部：化学同人：4-7598-0252-5

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
適宜題材にあったプリントを準備する。具体的な理解を深めるために必要に応じて、川や浄水場のビデオを使用する。

【メッセージ】
環境都市工学科は土木工学をベースとして発展させた学科であるが、生物及び化学の基礎から応用への導入としては、
本科目以外の科目では殆ど触れることがないので、しっかりと基礎力をつけてくれることを期待します。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：50%，レポート：10%，その他：施設見学時にレポートを提出する
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
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【授業計画】（授業名：環境工学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス 研究室紹介
第 2 回 水質概論・環境基準とは BOD,SS,pH, などの説明、利根川上流の水質を環境基準

で理解
第 3 回 環境工学・衛生工学とは 水質の基礎・濃度の表示方法
第 4 回 上水道の概論と飲料水基準その

1
水質化学

第 5 回 飲料水基準その 2 水質化学
第 6 回 世界の水道の歴史 4 大文明から近代水道まで
第 7 回 日本の水道の歴史 古代から近代まで
第 8 回 上水場の施設見学 県企業局県央第一浄水場と、高崎市若田緩速ろ過浄水

場
レポート 1

第 9 回 前期中間試験
第 10 回 緩速ろ過と急速ろ過法 両方法の長所欠点を理解する
第 11 回 東京都水道局の浄水場ビデオ 高度浄水処理 レポート 2

第 12 回 取水・導水・貯水
第 13 回 凝集・フロック形成　理論と計

算
凝集について化学工学的な検討

第 14 回 沈殿理論と沈殿池の設計 ストークス法則に基づく設計 ストークスの法則演習
第 15 回 ろ過理論 ろ過池の計画計算
第 16 回 消毒 講義に加えテスト返却と解説
第 17 回 プレークポイントクロリネー

ションとその他の消毒方法
消毒副産物なども理解

第 18 回 配水と給水
第 19 回 高度浄水処理 東京都の高度浄水処理　　　 レポート 3

第 20 回 ポンプと水路 開水路と管水路 開水路と管水路の演習
第 21 回 水質の計算・濃度の計算 濃度と量の関係を理解
第 22 回 群馬県の水環境と首都圏の水需

要の現状と将来
水源県群馬の意味を理解する

第 23 回 後期中間試験
第 24 回 下水道概論 下水道概論に加えてテスト返却
第 25 回 下水道の歴史 世界史における下水道の歴史
第 26 回 下水道の歴史 2 我国での下水道の歴史
第 27 回 下水道施設と都市計画上での位

置づけ
都市計画決定で市街化区域と市街化調整区域に区分、
また農業振興地域などの線引き

第 28 回 下水道・生活排水の汚濁負荷 負荷の計算演習
第 29 回 雨水排除計画 合理式・ハイドログラフ・流出係数
第 30 回 管渠の水理計算 マニング公式の応用 流出係数の演習
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